



























































群 :12,2,5｡SY群 :17,1,6｡BR群 :24,4,8｡5
群の新生児数は計9頭で,オトナメス数 33頭の27%で
あった｡
計画 5-6 黒部川流域に生息するニホンザル地域個体
群の動態 (ダム建設に伴う遊動域の変動)
加藤 満 (愛知県立瀬戸市)
富山県宇奈月町のT.部川流域に生息するニホンザル
自然群を対象にして,ダム畑設に伴う遊動域の変動を調
査した｡
99年10月にダムの貯水が始まって約2年が経過し,
最も影響を受けたON群,MO祥,MT群3料まホームレン
ジをダムの下流域-と拡大させてきた｡今年度の調査で
は MO群のホームレンジは前年度とほぼ変わらなかった
が,MT群は1800m,ON群は7000m下流域-ホームレン
ジを拡大させた｡このMT群とoN群の下流域-の遊動は
冬期に観察された｡特にON群のホームレンジは,この大
きな移動によりこれまで最下流に位位していたOHA群
を越えて,黒部川最下流に位冊することになった｡
ダムの貯水以降,これら3群の爪部川に沿った下降
は,MO群が0.4km,MT群が3km,ON群が10kmで
ある｡ ON群のホームレンジが下流側-拡張すると同時
に,上流側に位置していたMO群とMT群も下流側-とホ
ームレンジを広げ,黒部川支流の谷のススキ原では採食
地をめぐる群れどうしの成合関係が見られるようになっ
ていた｡昨年度報告したダムの上流部から下降してきた
2つの群れも今年度の冬期調査でダムの中央部で確認さ
れた｡このように,上流域でのダム鯉設が,その周辺に
生息する群れの下流域-の移動を促し,下流側に隣接し
て分布する ON群が下流方向-大きく移動する原因にな
っているものと思われる｡
計画 5-7 青森県下北郡佐井村に生息する野生ニホン
ザルの生憶調査と保讃管理
鈴木克哉 (北梅道大 ･文)
本研究では青森県下北半島佐井村に生息し,農業被
害を起こすニホンザルY群を対象にR,!地利用の状況と地
域の主な対策法である電気柵の効果について検証した.
調査は01年の6,7,8,10,11月に群れを連続追跡し,
15分ごとの位置をポイントデータとして GISソフト
Arcviewで分析した｡群れの広がりを考慮して実際の農
地に50mのバッファをかけ ｢農地｣とした｡
群れは昨年までの行動域を大きく南北に拡大させ,
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